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【令和４(2022)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当

である 

（研究の概要） 

 本研究は、独自の分子デザイン技術を駆使して RNAと RNA-Protein (RNP)を基盤とする生命現象の理

解と人工細胞創生を目指す意欲的な研究である。基礎生物学の理解（RNP相互作用ネットワークの包括

的理解、RNPによる細胞内オルガネラの作動原理の解明）から合成生物学的展開（機能性人工 RNA/RNP

システムの開発、人工細胞モデルの構築）まで、幅広い視点と多彩なアプローチを通して生命システム

構築原理の解明と制御を目指すものである。 

（意見等） 

計画１（RNPネットワーク解明の基盤技術の開発）と計画３（機能性人工RNA/RNPシステムの開発）

では、複数の先端的技術開発に成功しており、今後の発展が大いに期待できる。このうち、ON/OFFス

イッチ型mRNAは特に独創性の高い優れた技術であり、培養細胞レベルでの有効性は実証されたと言っ

て良い。個体への適用も含めてどの程度広範に応用できるかという点が今後の課題であろう。 

一方、計画２（RNP オルガネラの設計と構築）では、RNP 結合の強さに依存した顆粒形態の変化を細

胞中で観察するという探索的な段階にある。計画４（人工 RNA/RNP細胞モデルの創成）は、原始細胞モ

デルを創成するという極めて挑戦的な課題ではあるが、現時点では RNA 構造を操作しその上に形成さ

れるベシクルを解析するという段階に過ぎない。しかし、両計画ともに興味深い初期知見を得ているの

で、残りの研究期間で大きな展開を期待したい。 

 


